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江の島におけるシワセビロガニの記録

冨永早希・萩原清司

Saki Tominaga and Kiyoshi Hagiwara: Record of a Crab, Epixanthus 
corrosus A. Milne Edwards, 1873 from Enoshima Island, Sagami Bay

は じ め に

　シワセビロガニ（Epixanthus corrosus A. Milne 
Edwards, 1873）は，イソオウギガニ科の一種であ
り，砂が少しある岩礁の下に棲むとされている（武田 , 
1982）。本種の分布域は，国内では相模湾以南，小笠原
諸島とされている（武田 , 1982）。1963年から 2006
年に池田（1981）や池田（1991）によって行なわれた
相模湾における蟹類相の網羅的な調査ではいずれも江の
島での本種の記録は報告されていない。また，1987年
から 2012年における江の島動物相調査においても本
種は確認されていない（植田・萩原 , 1988; 萩原・植
田 , 1993; 植田ほか , 1998; 植田ほか , 2003; 植田ほか , 
2008; 植田ほか , 2013）。
　この度，著者らは相模湾江の島よりシワセビロガニ
を採集したので報告する。なお，本報告の分類体系は
Ng et al.(2008)に，種の同定は酒井（1976）に従った。

試 料

標本：YCM - C 1069（YCM - C：横須賀市博物館甲
殻類資料）

産地：神奈川県江の島南岸，潮間帯上部転石地帯
 北緯 35°17’ 5”，東経 139°28’ 50”（図 1）
採集日：2013年 5月 27日
採集個体数：1
性別：雄

記 載

オウギガニ上科 Eriphioidea
イソオウギガニ科Oziidae

シワセビロガニ
Epixanthus corrosus A. Milne Edwards, 1873

（図 2）

　甲長 9 mm，甲幅 19 mm。甲らは卵形で横に広く，
額はほぼ直線で中央の切れ込みが浅い。体色は，甲面上
部が濃い茶色，甲面下部および鉗脚・歩脚は薄い茶色。
鉗脚・歩脚の先端は黒色。甲面は前側縁付近に小さな
顆粒が並ぶ。特に後鰓域に顆粒状の横隆走が多い。鉗脚
は右が大きく，腕節内縁末端には突起を備える（図 4）。
腕節，前節ともに顆粒と皺でやや網目状。歩脚の各節は
幅広く，長節，腕節に不規則なくぼみがある。また，本
個体は，左の眼上板付近に 2つのフジツボ類が付着して
いた。体色は生時およびアルコール固定時ともにほとん
ど変化していない。

付 記

　本種は熱帯性の蟹であり，相模湾まで北上している
ことは稀である（酒井 , 1965）。このため，相模湾にお
ける記録はいずれも散発的であり，酒井（1965），酒井
（1975）以外に報告がないことが示されている（武田ほ
か , 2006）。さらに，相模湾周辺で採集され、所在が確図 1．採集地点．
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認できた標本は2006年に伊豆大島で報告された個体（国
立科学博物館NSMTCrS 657）のみであり，相模湾内
で採集された標本の所在は確認できなかった。このよう
に分布域とされている相模湾においての採集記録，現存
する標本が極めて少ないことがいえる。今回，相模湾
の江の島で本種が採集されたという記録は相模湾での分
布を示す貴重な資料となる。また，一般的に潮間帯下部
から潮下帯の転石の下に生息しているとされる（奥谷 , 

2006）本種が潮間帯上部で見つかったことも珍しい例
といえる。しかし，１地点１個体の採集であったため偶
発的な個体である可能性も考えられる。今後も複数個体
の生息が確認できるかどうか調査を続ける必要がある。
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図 2-A． シ ワ セ ビ ロ ガ ニ Epixanthus corrosus A. Milne 
Edwards, 1873．背面．相模湾江の島採集． YCM-C 1069．; 
図 2-B．背面 ; 図 2-C．右鉗脚腕節内面の拡大．○印は腕
節内面の突起を示す．
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